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Akai Professional製品付属ソフトウェアについて 
 

付属ソフトウェアは、製品アカウントを作成後に製品登録を行うことで入手可能になります。 

※一部例外として、AbletonLiveLiteや ProtoolsFirst等、他社製品のフリー版がバンドルされている製品もござ

います。 

※認証が必要なソフトウェアは iLok License Manager(https://www.ilok.com/)を導入する必要があります。 

●付属ソフトウェアの中で認証する必要があるプラグインには認証の為のコードがダウンロードリンク枠内、また

は右横に記載されています。下図はアカウント作成>製品登録済>ログイン後の参考例になります。 

Get Activation Codeと表示されている場合は押して表示させてください。 

 

 

アカウントの作成～製品登録まで 
 

① akaipro.comのページにアクセスします。開いた画面右上の ACCOUNTをクリックします。以降は全て英語

ページになります。ブラウザによっては翻訳機能がありますので必要に応じてお使いください。 
 

 

 

 

 

https://www.ilok.com/
https://www.akaipro.com/


  

 
2 

 

② ACCOUNTをクリックして画面が切り替わったら CREATE ACCOUNTをクリックします。 

※すでにアカウントをお持ちの方はここでサインイン/SIGN INできます。 

※すでにアカウントをお持ちでパスワードをお忘れの場合は、PASSWORD枠の下 FORGOT YOUR 

PASSWORD? からパスワードを復旧してください。 

 

 

 

③ CREATE ACCOUNTの画面に切り替わると入力欄が表示されます。下図を参照し、必要項目をすべて入

力して NEXT STEPを押してください。 
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④ inMusic Brandsが擁する全てのブランドが表示されます、今回登録した AKAIのアイコンをクリックします。

それ以外で既にお持ちのブランドがあればチェックをいれてください。下図、赤丸のチェックを入れて

CREATE ACCOUNTを押して次に進みます。 

 

 

⑤ 先ほど入力・登録したメール宛に確認のメールが送信されます。メールボックスを開き、メールを確認した

ら Confirm Your Accountをクリックしてください。これでアカウント作成は完了です。 

※メールが見つからない場合は、迷惑メールフォルダなどに入ってないかお確かめください。 

 

⑥ Akaipro.comアカウントにログインします(①②参照) REGISTER NEW PRODUCTを押して製品登録へ進

みます。※ログイン時に入力がはじかれるような場合は、ブラウザを変えるか、Cookieやキャッシュ等を全

てをクリアしてお試しください。 

 

 

 

https://www.akaipro.com/
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⑦ 切り替わった画面で製品シリアルを入力します。この(21)から始まるシリアルは製品底面か製品箱にステッ

カーで貼り付けられていますのでご確認ください。入力が終わったら CHECK SERIALを押します。 

 

 

⑧ CHECK SERIALを押すと画面下に製品の写真が表示されますので REGISTER YOUR PRODUCTボタ

ンを押して次に進みます。 

 

 

⑨ ・DATE OF PURCHASE/購入日の欄の右端のアイコンをクリックするとカレンダーが表示されますので購

入日、または今日の日付を選択してください。 

・PURCHASE LOCATION/購入店は英語のみの入力になりますので英語に置き換えて入力してください。

例)楽天>RAKUTEN 

※購入日や店舗が不明な場合は今日の日付と販売店には Aを入力して進めてください。 

全ての入力が終わったら REGISTER YOUR PRODUCTボタンを押して次に進みます 
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⑩ 製品登録が完了すると、付属ソフトウェアがダウンロードできる状態になります。 

●更に製品登録するには REGISTER NEW PRODUCTをクリックしてください。 

●ソフトウェアをダウンロードするには VIEW DOWNLOADSをクリックします。 

 

 

⑪ 下図の右枠内の各ソフトウェア名をクリックする事でダウンロードリンクや、認証コードが表示されるように

なります。 

安定したインターネット環境下でダウンロードを行ってください。iLokによる認証を行う場合も同様です。 

 

 

 

※ダウンロードリンクがソフトウェアごとのリンクではなく、一つだけの場合もござい

ます。次の説明に続きます。 
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■統合インストーラーの場合 

ダウンロードリンクはWin/Mac用でそれぞれ一つ表示されます。 

 

 

 

※複数のソフトをまとめて導入する為のインストーラーになります。 

次のページ 『付属ソフトウェアのインストール』 へ進みます。 
 

※ソフトウェアには認証が必要なものあります。iLok License Manager(https://www.ilok.com/)を導入してください。 

※ダウンロードしただけではソフトウェアをお使いいただけません。必ずインストールまで完了させ、必要な場合は認証コードを使用して

認証まで完了させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ilok.com/
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付属ソフトウェアのインストール 
 

最近はスマートフォン等のアプリでダウンロードとインストールが一括して行われることが多いかと思います

が、PC/Macではダウンロードはソフトウェアの入手、インストールはソフトウェアの導入として別々に行います。 

 

また、実際に使えるようになるまでにはインストール後に、 

 

・MIDIコントローラーやキーボードを選択/設定(DAW等で MIDIキーボードを使用するために必要。パッドやフ

ェーダー、ノブも同様に接続しただけでは反応しません。) 

 

・パッドやフェーダー等とマッピング(ソフトウェア上の任意の場所と紐づけることで操作ができるようになる) 

 

・サウンドの出力設定(デフォルトでは PCのスピーカー等が設定されていますが、任意の出力先を設定・オーデ

ィオインターフェースなどをお持ちの場合に必要)、等々あります。 

■初めての音楽制作、DAW、DTMに挑戦される方には難しく感じられることもあるかと思いますが、一つ一つ

確認していくことで大抵のことは解決します。製品マニュアルは必ず熟読しましょう。 

 

統合インストーラー(複数のソフトをまとめて導入する為のインストーラー)の場合、下記手順をご参照ください。 

 

① ダウンロードしたインストーラーをクリックして起動させます。Let’s Go!を押して進みます。 

 
 

②  ＭＩＤＩキーボードを接続し NEXTを押して進みます。※接続しなくてもスキップして先に進めます。 
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③ 認証が必要な DAW用の拡張音源/追加音源 - プラグインソフトウェアです。ＮEXTをおして進みます。 

※認証するには別途 iLok License Manager(https://www.ilok.com/)の導入が必要です。 

 

 

④ 完全にフリーな DAWソフトウェア AKAI Professional MPC Beatsです。先ほどのプラグインソフトウェアを

使用するにはこういった DAW 上で起動する必要がありますので、音楽制作をする上でまず初めに導入し

ます。http://akai-pro.jp/mpc-beats/ 

DAW：Digital Audio Workstationの略、パソコンで作曲・編曲などの音楽制作をする為のソフトウェアの名称。 

 

 

https://www.ilok.com/
http://akai-pro.jp/mpc-beats/
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⑤ 付属のサウンドパック、テンプレート集になります。これらはダウンロード後にインストール/展開する事です

ぐ使えるようになります。FINISHを押して次に進みます。 

 

 

⑥ iLokアカウントを持ちの場合は I already have a iLok accountをクリックしてください。お持ちでない場合

は Create iLok Accountに進んでアカウント作成もできますが、今回はウインドウ右上の×を押して閉じて進

みます。 

 

ガイドの巻末に別途 iLok License manager導入手順がありますのでそちらもご参照ください。 
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下記は付属ソフトウェアの表示一例になります。 

 

●赤枠内は DAW上で起動可能なプラグインソフトウェアになります。※要 ilok license managerによる認証 

●緑枠内は DAWソフトウェア MPC Beatsになります。楽曲制作する上で一番最初に導入するものになります。 

セットアップガイドはこちらから http://akai-pro.jp/mpc-beats/data/JP_MPCBeats-QuickstartGuide-v1.3.pdf 

●青枠内は、楽曲制作時に便利なサウンドパックになります。任意の場所に展開/保存するかインストールしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://akai-pro.jp/mpc-beats/
http://akai-pro.jp/mpc-beats/data/JP_MPCBeats-QuickstartGuide-v1.3.pdf
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⑦ 次の画面に進むと自動ダウンロードが進んでいますので完了まで待ちます。 

エディターソフトウェアが表示されていない場合は画面左上の歯車アイコンをクリックして Show Advacned Softwareにチェックを

入れてください。エディターソフトは MIDIキーボードの各種設定を変更する際に使用します。例)パッドのノートナンバーを変更、等 

 

⑧ ダウンロードが終わると Installボタンに変わりますので押してそれぞれのソフトのインストールを進めます。 

 

インストール完了後は、MPC Beatsガイドを参照してください。http://akai-pro.jp/mpc-beats/ 

●DAWの場合はデスクトップアイコンをクリック、またはアプリケーションリストから起動して使用します。 

●プラグインソフトウェアの場合は、DAWのプラグインセットアップ手順を参照の上設定して使えるようにします。 

●サウンドパックやテンプレートの場合は、DAW からブラウズするか、任意の場所にドラッグアンドドロップして読み込ませ

て使用します。ソフトウェアマニュアルをご参照ください。 

http://akai-pro.jp/mpc-beats/data/JP_MPCBeats-QuickstartGuide-v1.3.pdf
http://akai-pro.jp/mpc-beats/data/JP_MPCBeats-QuickstartGuide-v1.3.pdf
http://akai-pro.jp/mpc-beats/
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iLok License Managerの導入 
 

1. https://www.ilok.com/ にアクセスし、任意の iLokをダウンロードします。 

 

2. ダウンロードした iLok License Managerは圧縮ファイルですので、そのままでは開くことができません。必

要に応じて解凍・圧縮ソフトを導入してください。 

※導入方法・使用方法などに関しましてはサポート出来かねますので予めご了承ください。無償版/フリーの

圧縮・解凍ソフトで有名なものでは Lhpaplus/WinRAR/7-zip/The Unarchiver他、があります。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ilok.com/
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3. 解凍後のファイル・フォルダの中に実行ファイルがありますのでクリックしてインストールを進めます。 

・Windowsの場合：.exe拡張子 ・Macの場合：.dmg拡張子 ※下図はWindowsの場合になります。 

 

 

 

 

 

4. インストールが完了したら iLok License Managerを起動させます。 

Windowsの場合：デスクトップ上のアイコン、またはスタートメニューから起動させます。 

Macの場合：デスクトップ上のアイコン、またはアプリケーションから起動させます。 

    

 

 

 

iLok License Managerを起動 
 

1.  アカウントをお持ちの場合はすぐに Sign in出来ます。 

 

2.  User IDと Passwordを入力してサインインしてください。 

・アカウントをお持ちでない場合は Create New Accountへお進みください。 
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iLokアカウントをお持ちでない場合 
 

Create New Accountをクリック後に自動的にブラウザが開き、アカウント作成ページに移動します。 

下図を参照していただき、必要項目をすべて入力して進めてください。※入力は全て半角英数字のみ。 

アカウントの作成が完了すると、iLok License Managerにサインインできるようになります。 

 

iLok License Managerにサインイン後に認証コードを使用しますので、今一度、弊社ブランドのアカウントにロ

グインして必要な認証コードをご確認ください。コードの場所に関しては本ガイド 1P目をご参照ください。 
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iLok License Managerサインイン後 
 

iLok License Managerにサインインすると下図のように一覧が表示され、ステータスが確認できます。 

 

●グレーアウトしているリストはデモ版の試用期限が過ぎ、使用不可の状態を示しています。 

●Expiration Dateは試用期間/期限が切れた日になります。 

●Deposit Dateは認証コードを入力した、iLokに追加した日になります。 

●Activationsでは認証権限移動済み、使用済みの回数を表示しています。 

 ・1 of 2 Activations used = 2回(2台まで可)の認証のうち 1回を使用している状態です。 

 ・0 of 2 Activations used = 認証コードを入力しただけで、未使用の状態です。 

■認証コード未入力で初めて iLokを導入された場合は、下図のこの一覧は全て空欄の状態です。 

 

認証コードを入力するには 
 

iLok License Manager右上(赤丸部分)をクリック、または License>Redeem Activation Codeから入力ウインド

ウを開きます。 
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Enter Activation Code/アクティベーション(認証)コード・ウインドウが開きますので、お手持ちのコードを入力

し、問題なければボックスに緑チェックが表示されていきます。全ての入力が終わったら Nextを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで下記のようなメッセージが出た場合、各ブランド(日本語ウェブページ)・サポートページのお問い合わせ

フォームから iLok IDと認証コードをお知らせいただけますでしょうか。US本社に認証コードのリセット申請を

行います。※リセット完了までにはお時間をいただく場合がございますので、予めご了承ください。 
 

メッセージ例) 

・The code redemption limit has been reached. Please enter a different code. 

・the activation code cannot be used. no redemption are available. 
 

認証コードのロケーションを選択 
 

次の画面では認証コードを置くロケーションを選択します。完了後はその認証コードを持たせた PCでのみプラ

グインが使用できるようになります。※合わせて iLok License Managerでのログインは必要です。 

●Review licenses to be activated - 入力した認証コードに紐づくプラグインソフトウェアの名前が表示されま

す。認証コードによっては一つのコードで複数のプラグインを認証する場合もあります。 

●Select a location - 認証コードによる使用権限をどの PC(ロケーション)に持たせるか選択します。 

① 現在サインインして使用している PCに認証権限を持たせる場合は、DESKTOP(または任意の PCネーム)を

選択します。Redeemが Activateに変わりますのでクリックして完了させます。一覧では 1 of 2表示になりま

す。 

② mmark.jp(自分の iLokアカウント)を選択し Redeemした場合、iLokアカウントに認証コードを登録しただけ

の状態になります。一覧では 0 of 2表示で未使用表示となり、いつでも認証を行うことができます。※次の項

参照 
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認証を解除する・再度認証の操作を行う場合 
iLokアカウントの一覧からプラグインを選択します。次に画面右下の Show Detailsを押して開いた画面で、認

証/認証解除する事ができます。※現在サインインしている PC(ロケーションで)のみ有効です。 

Activate – ロケーションを選択してプラグインの認証をする(認証権限を置く)※前項参照 

Deactivate – 現在 iLokでサインインしている PCに置いている認証権限を解除し、iLokに戻す。1of 2が 0of 2

に変わります。新しい PCに環境を移行する場合、事前に Deactivateしておくことで再度認証可能です。 

 

iLok License Managerによる認証が終わった後で 

DAWでプラグインとして立ち上げたい場合、プラグインフォルダとして設定し、スキャンする必要があります。 

ソフトウェアや PCなどの環境により異なる場合がありますが、基本的には下記フォルダに収納されています。 

●Windows (64-bit):C:Program Files/Steinberg/vstplugins 
●Mac:Macintosh HD/Library/Audio/Plug-Ins 

※他社ソフトウェアの各種設定に関してはサポート出来かねますので予めご了承ください。 

トラブルシューティング 

① 認証画面で下記メッセージが出た場合 

・The code redemption limit has been reached. Please enter a different code. 

・the activation code cannot be used. no redemption are available. 

② 使用していた PCが壊れてしまい iLok License Managerが起動できなくなった場合 

➊❷のケースでは認証コードのリセットを行いますので AkaiProfessionalサポートページのお問い合わせフォ

ームから iLok IDと認証コードをお知らせください。 

③ (Windows)Software Component Unavailableメッセージ 
 

この作業は慎重に行ってください。誤った操作をしたり PCに何らかのトラブルが

発生しても一切責任を負いかねますので予めご了承ください。 
 

❸ Windowsのコントロールパネルから『システムとセキュリティ』を

開き、管理ツールへと進みます。サービスを開き、その中にある

PACE License serviceを右クリックしてプロパティを開きます。スタ

ートアップの種類を自動（遅延開始）に設定し、適用を押します。その

後 iLokを再起動させます。 

https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
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Ableton Live Liteとは 
 

ドイツの Ableton社によるMacintoshとWindows用の DAW/デスクトップオーディオワークステーションソフト

ウェアです。Ableton Live Liteは Ableton Ｌiveの機能限定版になります。 
 

※製品によっては ableton Live Liteの認証コード/カードが同封されています。 
 

■Ableton Live向けMIDIコントローラー 

Akai Professional  - APC 40mk II :  http://akai-pro.jp/apc40mkii/ 
Akai Professional  - APC KEY 25 : http://akai-pro.jp/apckey25/ 
Akai Professional  - APC Mini : http://akai-pro.jp/apcmini/ 
 

Ableton Live Liteとは：https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/what-is-live-lite/ 

機能一覧：https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/features/ 

Abletonオフィシャル：https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/ 

 

Ableton Live Liteは、弊社ではサポート対象外となっております。ご案内するのは導入手順のみになります。ご使用

方法等につきましては Live Liteのヘルプページや公式サイト等、ご参照いただきますようお願い致します。 
 

Ableton Live Liteの導入 ※認証コードをお持ちの場合 
 

➊  Ableton Live Liteを導入するにはアカウント作成が必要です。Ableton.comへ移動してログインをクリックし

ます。 

 

❷ 登録の項目を全て入力し、アカウントを作成するボタンを押します。 

 

http://akai-pro.jp/apc40mkii/
http://akai-pro.jp/apckey25/
http://akai-pro.jp/apcmini/
https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/what-is-live-lite/
https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/features/
https://www.ableton.com/ja/products/live-lite/
https://www.ableton.com/ja/live


  

 
19 

❸ アカウントの作成が完了するとログインしている状態になります。画面右上のアカウントをクリックして次に

進みます。※ログアウトする場合はログアウトをクリックします。 

 

❹  ライセンスの画面に移動します。次に Liveまたは Pushを登録をクリックします。 

 

❺  お手持ちの Ableton Live Lite認証コードをシリアル・ナンバーの欄に入力して送信するボタンを押します。 

 

❻ 無事に認証コードが通ったら、プルダウンメニューからWin/Macのいずれかを選んで Downloadボタンを押

しす。ダウンロードが始まりますので完了後にインストールします。 

※Windowsの場合、必要に応じて解凍ソフトを導入してください。導入方法・使用方法などに関しましてはサポート出来かねますので予

めご了承ください。無償版/フリーの圧縮・解凍ソフトで有名なものでは Lhpaplus/WinRAR/7-zip/The Unarchiver他、があります。 
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❼ インストール後に Ableton Live Liteデスクトップアイコン、またはアプリケーションリスト等から起動させま

す。 

※起動後に認証が行われますので、インターネット環境下でソフトウェアを起動させてください。 

 
 
 

❽ Ableton Live Liteを起動すると下図の認証画面が起動します。Ableton.comでオーソライズをクリックして認

証を完了させましょう。完了すると Ableton Live Liteが試用期間の制限なくお使いいただけるようになり

ます。 

 

 
 

■Ableton Live向けMIDIコントローラー 

Akai Professional  - APC 40mk II :  http://akai-pro.jp/apc40mkii/ 
Akai Professional  - APC KEY 25 : http://akai-pro.jp/apckey25/ 
Akai Professional  - APC Mini : http://akai-pro.jp/apcmini/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://akai-pro.jp/apc40mkii/
http://akai-pro.jp/apckey25/
http://akai-pro.jp/apcmini/
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MIDI機器が認識されない場合 
 

■AUDIO/MIDI設定での接続/認識を確認する。 
 

何らかのタイミングで MIDI機器を接続しているにもかかわらず、認識が外れてしまう、

正常に認識されていないという場合がありますので ① まず認識を確認する。 ② 再認

識させる必要があります。 

 

① Macのファインダーから AUDIO MIDI設定を開きます。 
 

 

 

② AUDIO MIDI設定を開いたままでもう一度、 

ファインダーからウインドウ>MIDIスタジオを表示を選択します。 
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■通常は接続している全ての MIDI機器のアイコンと名前がこの MIDIスタジオウインドウ内に表示さ

れます。 

 

いずれかの場合は機器を再認識させる必要がありますので下記手順にしたがって進めてください。 

●アイコンが表示されていない 

●アイコンが表示されているがグレーアウトしている 

 

③ (赤く囲まれた部分)プルダウンメニューから新規構成を選択します。 

 
 
 

④ メニューから新規構成を選択します。 
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⑤ 名前を入力し、OKを押すと現在接続している全てのMIDI機器を再スキャンします。 

 
 

この方法で接続しているにもかかわらず正しく認識されていないMIDI機器を再認識

させることができます。※一度でうまくいかない場合は何度かお試しください。 
 

※mac内部設定の変更となります。全て自己責任でのご対応となります。予めご了承ください。 

 
 

Thunderbolt3や USB-Cポートで変換が必要な場合 
 

お使いの Mac に適したケーブルやアダプタを調べるには、ケーブルのコンピューターに差し込む側の

先端に付いているコネクタを確認してください。 https://support.apple.com/ja-jp/HT207443 

 

必要に応じて APPLE公式変換ケーブルをご利用ください。 
 
 

https://support.apple.com/ja-jp/HT207443
https://www.apple.com/jp/shop/product/MJ1M2AM/A/usb-c-to-usb%E3%82%A2%E3%83%80%E3%83%97%E3%82%BF?fnode=a7af188409454abe56876b87701f97753d7ffaf8dc56faa1ab4da1224ff59aa1669f5545fcbb3b20bf0c9dae6d7dcc1810548017952309c736d6e2e289709475fbaf1f18cbff09469d650fde697c08cdeb96c55b366cd2c476f817f9a1db4bb2

